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１． まえがき 

導電率の高い導体を使用すれば損失を軽減できる事が知

られている。1) 

今回、我々は特殊なアニール方法により、銀の導電率お

よび曲げ特性を向上させた特殊銀線を開発した。この銀線

を用いることでケーブルによる減衰を低減できる可能性が

あることを報告する。 

２． 特殊銀線 

2.1 SEMによる断面確認 

アニール前の銀線（加工前銀線）と

写真を図 1 に示す。特殊なアニールをすることで

大きく成長していることを確認した。 

 

特殊銀線→ 

←加工前銀線 

   

図 1 SEMによる断面観察

 

2.2 伸び、曲げ加工性 

東京都立産業技術研究センターにて測定した

および 3点曲げ加圧試験の結果を表 1に示す。

は JIS Z 2241および JIS Z 2248の通りである。結果とし

て、特殊銀線は伸びやすく、曲げ加工性に優れることを

確認した。なお、JIS C 3102の銅線の伸びは

あることから、伸び特性は銅線と同等以上である。

 

表 1 引張試験および 3点曲げ加圧試験の結果

線材 線径 引張試験

伸び

加工前銀線 1.597 mm 2% 

特殊銀線 1.587 mm 30%

 

2.3 導電率 

日本電気安全研究所にて測定した結果を表

試験方法は JIS C 3002-1992,C16.(3)の通りである。結果

として銅線(ICDS 基準)の導電率を 100%

(加工前は 102.3%)であった。 

 

表 2 導電率試験結果

線材 線径 重量 抵抗 

mm g/m mΩ/m 

加工前銀線 1.597 21.03 8.414 

特殊銀線 1.587 20.74 8.096 
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を低減できる可能性が

と特殊銀線の SEM

に示す。特殊なアニールをすることで結晶が

 

による断面観察 

にて測定した引張試験

に示す。試験方法

の通りである。結果とし

やすく、曲げ加工性に優れることを

の銅線の伸びは 25%以上で

線と同等以上である。 

点曲げ加圧試験の結果 

引張試験 曲げ試験 

伸び 最大負荷 

 49.4 N 

30% 22.1 N 

測定した結果を表 2 に示す。

の通りである。結果

100%として、107.8% 

導電率試験結果 

 導電率 

 nΩ m % 

 16.84 102 

 15.90 108 

３． 減衰量 

3.1 シミュレーション 

電磁界シミュレーターSnap

前銀線、特殊銀線をケーブルの

量を解析した。解析モデル、

線によって減衰が低減できること
 

     外部導体 

      1.7mm×1.7mm×1m 

      絶縁材料 (PE) 

             比誘電率:2.3 

       誘電正接:0.0002 

内部導体 

0.5mm×0.5mm×1m 

導電率は表2参照 

図 2 解析モデル

3.2 実測 

同軸ケーブルを作成し、減衰量を

市販品と比較した結果を表 3

はあるが、特殊銀線を使用した同軸ケーブル

一番小さく、減衰量低減の可能性を示している。

 

表 3 実測結果

対象 内部導体 

線材 直径 

mm 

市販品 1 錫めっき銅 0.90 

市販品 2 銀めっき銅 0.91 

作成品 特殊銀線 0.95 

４． まとめ 

伸びと曲げ加工性を改良した

線を開発した。この特殊銀線を導体として用いることによ

って減衰量を低減できることが
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Snap-Field を用いて銅線、加工

ケーブルの導体に使用した際の減衰

、結果を図 2 に示す。特殊銀

できることを確認した。 

解析モデルと結果 

、減衰量を VNA にて測定した。

3 に示す。内部導体径に違い

、特殊銀線を使用した同軸ケーブルの減衰量が

可能性を示している。 

実測結果 

絶縁 

材料 

Z0 

 

Ω 

減衰 

dB/m 

(1GHz) 

 

 

 PE 50 -0.69  

 フッ素樹脂 50 -0.50  

 PE 50 -0.39  

た、導電率 107.8%の特殊銀

を導体として用いることによ

できることが期待できる。 

(2004.1 No.23) 
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